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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を取得する画像取得手段と、
　前記画像取得手段で得た画像に含まれている被写体までの距離情報を取得する距離取得
手段と、
　前記画像取得手段により取得された画像に含まれている被写体画像を絵画風画像に絵画
変換処理を行う絵画変換処理手段と、
　前記画像取得手段で得た画像に含まれている被写体画像または前記絵画変換処理手段に
より変換された絵画風画像の輪郭を抽出する輪郭抽出手段と、
　前記輪郭抽出手段により抽出された輪郭を異なる形態の線図に変換する線図変換処理手
段と、
　前記線図変換処理手段により変換された異なる形態の線図に、前記距離取得手段により
取得された被写体までの距離情報に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施すように制
御する第１の制御手段と、
　この第１の制御手段の制御により被印刷媒体上に施こされた立体層上に、前記絵画変換
処理手段により絵画変換処理された絵画風画像を施すように制御する第２の制御手段と、
　を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記線図変換処理手段は、前記被写体までの距離情報が遠いほど、前記被写体画像の輪
郭を細い線図に変換し、前記被写体までの距離情報が近いほど、前記被写体画像の輪郭を
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太い線図に変換する線図別変換処理手段を備え、
　前記第１の制御手段は、前記線図別変換処理手段により変換された細い線図に対応する
前記被印刷媒体上には、厚さの薄い立体層を施すように制御し、前記線図別変換処理手段
により変換された太い線図に対応する前記被印刷媒体上には、厚さの厚い立体層を施すよ
うに制御する立体層別制御手段を備えていることを特徴とする請求項１記載の画像処理装
置。
【請求項３】
　前記第１の制御手段は、上部は厚く、下部に向かうに従って薄くなるように立体層を前
記被印刷媒体上に施すように制御する厚さ制御手段を備えたことを特徴とする請求項１乃
至２の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　画像を取得するステップと、
　取得された画像に含まれている被写体までの距離情報を取得するステップと、
　取得された画像に含まれている被写体画像を絵画風画像に絵画変換処理を行うステップ
と、
　前記画像を取得するステップで得た画像に含まれている被写体画像または前記絵画変換
処理を行うステップにより変換された絵画風画像の輪郭を抽出するステップと、
　前記輪郭を抽出するステップにより抽出された輪郭を異なる形態の線図に変換するステ
ップと、
　前記異なる形態の線図に、前記被写体までの距離情報を取得するステップにより取得さ
れた被写体までの距離情報に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施すように制御する
第１の制御ステップと、
　前記第１の制御ステップの制御により被印刷媒体上に施こされた立体層上に、前記絵画
変換処理を行うステップにより絵画変換処理された絵画風画像を施すように制御する第２
の制御ステップと、
　を含む画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影された画像を絵画風の画像に変換する画像処理装置及び画像処理方法に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のデジタルカメラにあっては、複数の測距点の中から所望の測距点を選択すること
で目的の被写体に焦点を合わせることができ、よって、目的の被写体に焦点を合わせた画
像を撮影することができる。
【０００３】
　一方、画家の描いた絵画に見られる特徴を擬似的に再現した絵画風画像を作成する変換
技術が提案されるに至っている（例えば下記特許文献１参照）。したがって、前記デジタ
ルカメラで撮影した画像を、前記変換技術を用いて絵画風画像に変換することも可能とな
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２１３５９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記変換技術にあっては、画像全体に対して、特定の画家の描いた絵画
に見られる特徴を擬似的に再現する。したがって、画像中に撮影者からの距離が異なる複
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数の被写体が存在する場合であっても、各被写体は同一の特徴で画像変換がなされてしま
う。したがって、画像中に撮影距離の異なる複数の被写体が存在する場合、各被写体が撮
影距離に応じた異なる態様で画像変換された画像を得ることはできない。また、立体感の
ある絵画風画像を得ることもできない。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたものであり、撮影者から見た立体感の
ある被写体と同様な立体感のある絵画風画像を迅速かつ容易に得ることが可能な画像処理
装置及び画像処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するため、請求項１記載の発明に係る画像処理装置にあっては、
　画像を取得する画像取得手段と、
　前記画像取得手段で得た画像に含まれている被写体までの距離情報を取得する距離取得
手段と、
　前記画像取得手段により取得された画像に含まれている被写体画像を絵画風画像に絵画
変換処理を行う絵画変換処理手段と、
　前記画像取得手段で得た画像に含まれている被写体画像または前記絵画変換処理手段に
より変換された絵画風画像の輪郭を抽出する輪郭抽出手段と、
　前記輪郭抽出手段により抽出された輪郭を異なる形態の線図に変換する線図変換処理手
段と、
　前記線図変換処理手段により変換された異なる形態の線図に、前記距離取得手段により
取得された被写体までの距離情報に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施すように制
御する第１の制御手段と、
　この第１の制御手段の制御により被印刷媒体上に施こされた立体層上に、前記絵画変換
処理手段により絵画変換処理された絵画風画像を施すように制御する第２の制御手段と、
　を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項２記載の発明に係る画像処理装置にあっては、請求項１記載の画像処理装
置において、
　前記線図変換処理手段は、前記被写体までの距離情報が遠いほど、前記被写体画像の輪
郭を細い線図に変換し、前記被写体までの距離情報が近いほど、前記被写体画像の輪郭を
太い線図に変換する線図別変換処理手段を備え、
　前記第１の制御手段は、前記線図別変換処理手段により変換された細い線図に対応する
前記被印刷媒体上には、厚さの薄い立体層を施すように制御し、前記線図別変換処理手段
により変換された太い線図に対応する前記被印刷媒体上には、厚さの厚い立体層を施すよ
うに制御する立体層別制御手段を備えていることを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項３記載の発明に係る画像処理装置にあっては、請求項１乃至２の何れか一
項に記載の画像処理装置において、
　前記第１の制御手段は、上部は厚く、下部に向かうに従って薄くなるように立体層を前
記被印刷媒体上に施すように制御する厚さ制御手段を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項４記載の発明に係る画像処理方法にあっては、
　画像を取得するステップと、
　取得された画像に含まれている被写体までの距離情報を取得するステップと、
　取得された画像に含まれている被写体画像を絵画風画像に絵画変換処理を行うステップ
と、
　前記画像を取得するステップで得た画像に含まれている被写体画像または前記絵画変換
処理を行うステップにより変換された絵画風画像の輪郭を抽出するステップと、
　前記輪郭を抽出するステップにより抽出された輪郭を異なる形態の線図に変換するステ
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ップと、
　前記異なる形態の線図に、前記被写体までの距離情報を取得するステップにより取得さ
れた被写体までの距離情報に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施すように制御する
第１の制御ステップと、
　前記第１の制御ステップの制御により被印刷媒体上に施こされた立体層上に、前記絵画
変換処理を行うステップにより絵画変換処理された絵画風画像を施すように制御する第２
の制御ステップと、
　を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、撮影者から見た立体感のある被写体と同様な立体感のある絵画風画像
を迅速かつ容易に得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施の形態に係るデジタルカメラの外観を示す背面図である。
【図２】同デジタルカメラの電気的構成の概略を示すブロック構成図である。
【図３】ＲＡＭのメモリ構成図である。
【図４】本発明の一実施の形態における処理手順を示すフローチャートである。
【図５】（Ａ）は絵画風変換処理、（Ｂ）は立体印刷処理、（Ｃ）は絵画風画像の印刷処
理の手順をそれぞれ示すフローチャートである。
【図６】撮影画像の全体の一例を示す図である。
【図７】撮影画像の輪郭線Ｌ及びこれに囲まれた部分を示す図である。
【図８】変換された絵画風画像の一例を示す図である。
【図９】（Ａ）は立体印刷処理後の状態を示す平面図、（Ｂ）は図９（Ａ）のＩＸ－ＩＸ
の断面図である。
【図１０】（Ａ）は絵画風画像の印刷処理後の状態を示す平面図、（Ｂ）は図１０（Ａ）
のＸ―Ｘの断面図である。
【図１１】（Ａ）は変形例に係る絵画風画像の印刷後の状態を示す平面図、（Ｂ）は図１
１（Ａ）のＸＩ―ＸＩの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について説明する。図１は、本発明の一実施の形態に係るデジ
タルカメラ１の外観を示す背面図である。
【００１６】
　このデジタルカメラ１の背面には、メニューキー２、モードダイアル３、液晶モニタ４
、カーソルキー５、ＳＥＴキー６、印刷部７Ａ等が設けられている。また、上面にはシャ
ッターキー８、電源ボタン９が設けられている。なお、側部には図示されていないが、パ
ーソナルコンピュータ（以下、パソコン）やモデム等の外部装置とＵＳＢケーブルに接続
する場合に用いるＵＳＢ端子接続部が設けられ、正面側に後述する撮像レンズ１２が設け
られている。
【００１７】
　図２は、デジタルカメラ１の電気的構成の概略を示すブロック構成図である。
　デジタルカメラ１は、撮像手段であるＣＣＤ１０を備えるとともに、ＣＣＤ１０により
撮像した画像を圧縮・伸張し、所定フォーマット、例えば統一規格ＤＣＦ（Design rule 
for Camera File system）やＪＰＥＧ（Joint Photographic Expert Group）に合致する
フォーマットの画像ファイルを生成・再生する画像処理機能を備えたＣＰＵ１１を中心に
構成されている。
　デジタルカメラ１は、撮影された画像に含まれている複数の被写体までの距離を被写体
毎に測定する測距手段（図示せず）を備えている。
【００１８】
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　ＣＣＤ１０の受光面には、撮像レンズ１２、フォーカスレンズ１３、絞り１４を通過し
て被写体の光学像が結像される。フォーカスレンズ１３はＡＦモータ等からなる駆動機構
１５に保持されており、ＣＰＵ１１からの制御信号によりＡＦドライバー１６が出力する
駆動信号が駆動機構１５に供給されることにより光軸上を前後に移動する合焦動作を行う
。絞り１４は、ＣＰＵ１１からの制御信号に基づき絞り駆動部１７が発生する駆動信号に
より駆動しＣＣＤ１０に入射する被写体像の光量を調整する。
　また、ＣＰＵ１１には、タイミング信号を発生するＴＧ（Timing Generator）１８が接
続されており、ＴＧ１８が発生したタイミング信号に基づきＶドライバー１９（垂直方向
ドライバー）がＣＣＤ１０を駆動し、それに伴いＣＣＤ１０により被写体像の輝度に応じ
たアナログの撮像信号が出力されユニット回路２０へ送られる。
【００１９】
　ユニット回路２０は、ＣＣＤ１０から出力された撮像信号を保持するＣＤＳと、ＣＤＳ
から撮像信号を供給されるアナログアンプであるゲイン調整アンプ（ＡＧＣ）と、ゲイン
調整アンプで増幅され調整されたアナログの撮像信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変
換器（ＡＤ）とからなり、ＣＣＤ１０の出力信号は、ここで黒レベルを合わせてサンプリ
ングされデジタル信号としてＣＰＵ１１に送られる。ゲイン調整アンプ（ＡＧＣ）は、後
述するＩＳＯ感度に応じた増幅率で、ＣＤＳから供給される撮像信号を増幅する。
【００２０】
　ＣＰＵ１１には、シャッターキー８を含む前記キー群をからなる操作キー部２１、前記
液晶モニタ４、ＲＡＭ２２、ＲＯＭ２３、フラッシュメモリ２４が接続されている。
【００２１】
　ＲＡＭ２２は作業用のメモリであり、フラッシュメモリ２４は画像記録用のメモリであ
る。ＣＣＤ１０からＣＰＵ１１に送られたデジタル信号（撮像信号）は、ＲＡＭ２２に一
時保存されるとともに、ＣＰＵ１１によって各種の画像処理が施された後、最終的には圧
縮された画像データとしてフラッシュメモリ２４に記録される。なお、フラッシュメモリ
２４はカメラ本体に着脱自在なカード型のものであってもよい。
【００２２】
　フラッシュメモリ２４に記録された画像データは、必要に応じてＣＰＵ１１に読み出さ
れ、伸長処理、輝度信号及び色信号の付加等の処理を経てデジタルビデオ信号やアナログ
ビデオ信号に変換され、液晶モニタ４によって表示される。また液晶モニタ４には、記録
モードにおいて周期的に撮像された画像がスルー画像として表示される。
【００２３】
　ＲＯＭ２３は、ＣＰＵ１１における各部の制御及びデータ処理に必要な各種の動作プロ
グラムが記録されたプログラムＲＯＭである。すなわち、ＲＯＭ２３には、前記プログラ
ムとともに、撮影時の適正な露出値に対応するＩＳＯ感度とシャッタースピードとの組み
合わせを示すプログラム線図等の各種データが格納されている。
【００２４】
　ＣＰＵ１１は、前記プログラム線図に従い、シャッタースピードである前記ＣＣＤ１０
の電荷蓄積時間や、前記絞り１４の開放度、前記ユニット回路２０のゲイン調整アンプ（
ＡＧＣ）のゲインの制御によるＡＥ制御を行うとともに、所定のプログラムに従い前記フ
ォーカスレンズ１３を駆動するＡＦ（オートフォーカス）制御、ＡＷＢ（オートホワイト
バランス）制御を行う。また、フラッシュメモリ２４は、撮影された画像データ等が記録
される。
【００２５】
　また、ＲＯＭ２３には、フォーカス設定テーブルが格納されている。測距手段を用いて
デジタルカメラ１から被写体までの距離である被写体距離を取得するに際しては、周知の
コントラストＡＦ方式によりフォーカスレンズ１３のフォーカス制御を行う。そして、そ
のときの撮像レンズ１２のズーム比とフォーカスレンズ１３の位置とから、ＲＯＭ２３に
予め記憶してあるフォーカス設定テーブルを使用して被写体距離を取得する。
【００２６】
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　ＲＡＭ２２内には、図３に示す絵画風変換データエリア２２１が設けられている。この
絵画風変換データエリア２２１には、第１記憶部２２２、第２記憶部２２３、第３記憶部
２２４、及び第４記憶部２２７が設けられている。第２記憶部２２３は、被写体画像記憶
部２２５と座標記憶部２２６とに区分されている。
【００２７】
　第１記憶部２２２には、後述する絵画風画像変化モードで撮影された撮影画像が全体画
像として記憶される。第２記憶部２２３の被写体画像記憶部２２５には、全体画像から抽
出された被写体の画像である被写体画像が記憶され、座標記憶部２２６には、当該被写体
画像の全体画像中における位置を示す位置座標が記憶される。また、第３記憶部２２４に
は、前記被写体画像のデジタルカメラ１からの距離がメートル単位［ｍ］で記憶されると
ともに、複数の被写体画像中で距離が近い（短い）順に（１番目）、（２番目）・・・の
ように、距離順位も記憶される。第４記憶部２２７は、最終的な絵画風画像を生成する際
に使用される記憶領域である。
　なお、座標記憶部２２６に被写体画像の全体画像中における位置を示す位置座標は、当
該被写体画像の全域内の全てのドットの座標、輪郭のみの座標、その他複数点の座標等、
当該被写体画像の全体画像中における位置を特定できる複数の座標であれば、どのような
座標であってもよい。
【００２８】
　印刷部７Ａは、測定された複数の被写体毎の距離に対応する厚さの立体層を被印刷媒体
上に施す立体印刷処理と、この立体印刷処理の後に、複数の被写体毎の距離に対応する厚
さの立体層上に、さらに、変換された絵画風画像を印刷する絵画風画像の印刷処理とを行
う機能を有する。前者の立体印刷処理は、紫外線硬化材料を印刷し、紫外線硬化層を形成
するための紫外線硬化層印刷部（図示せず）を備えており、後者の絵画風画像の印刷処理
は、公知の画像を印刷するインクジェット、感熱記録等の印刷部（図示せず）を備えてい
る。
　紫外線照射部７Ｂは、印刷部７Ａにより印刷された紫外線硬化層に対し紫外線を照射し
、紫外線硬化層を硬化させる紫外線硬化機能を有する。
【００２９】
　以上の構成に係る本実施の形態において、デジタルカメラ１はＣＰＵ１１がＲＯＭ２３
に格納されているプログラムに従って処理を実行することにより、図４のフローチャート
に示す立体絵画風画像処理を実行する。
【００３０】
　すなわち、ユーザーがこのデジタルカメラ１を携帯し、例えば図６に示す被写体「Ａ山
」、「Ｂ山」、「Ｃ山」が存在するシーンでシャッターキー８を押下すると、ＣＰＵ１１
は撮影処理を開始する（ステップＳ１０１）。そして、これら被写体「Ａ山」、「Ｂ山」
、「Ｃ山」別の距離を測定して、ＲＡＭ２２の絵画風変換データエリア２２１における第
３記憶部２２４に記憶する（ステップＳ１０２）。
【００３１】
　この被写体別の距離の測定に際しては、前述のように周知のコントラストＡＦ方式によ
りフォーカスレンズ１３のフォーカス制御を行い、順次「Ａ山」、「Ｂ山」、「Ｃ山」を
合焦させ、そのときの撮像レンズ１２のズーム比とフォーカスレンズ１３の位置とから、
ＲＯＭ２３に予め記憶してあるフォーカス設定テーブルを使用して被写体距離を取得する
。したがって、このステップＳ１０２での処理により、図３に示したように、「Ａ山」の
測定距離「ａ」、「Ｂ山」の測定距離「ｂ」、「Ｃ山」の測定距離「ｃ」がメートル単位
［ｍ］でＲＡＭ２２の絵画風変換データエリア２２１における第３記憶部２２４に記憶さ
れる。
【００３２】
　このとき、この第３記憶部２２４への測定距離の記憶は、前述のように複数の被写体画
像中で距離が近い（短い）順に（１番目）、（２番目）・・・のように、距離順位も記憶
する。



(7) JP 5333534 B2 2013.11.6

10

20

30

40

50

【００３３】
　なお、本実施の形態においては、距離と距離順位との双方を記憶するようにしたが、距
離のみ、あるいは距離順位のみであってもよい。距離順位のみを記憶するようにした場合
には、被写体の相対的な距離関係が検出できればよいことから、精度よく被写体までの距
離を検出する必要がなく、低い検出精度で処理を行うことができる。
【００３４】
　しかる後に、ＣＰＵ１１は、ＣＣＤ１０上に結像された被写体画像を取り込んで全体画
像とし、ＲＡＭ２２の絵画風変換データエリア２２１における第１記憶部２２２に記憶す
る（ステップＳ１０３）。これにより、絵画風変換データエリア２２１の第１記憶部２２
２は、図６に示した「Ａ山」、「Ｂ山」、「Ｃ山」を有する画像が全体画像Ｚとして記憶
される。
【００３５】
　次に、ＣＰＵ１１は、撮影画像表示処理を実行して、液晶モニタ４に撮影した画像を表
示させる（ステップＳ１０４）。これにより、液晶モニタ４には、図６に示した全体画像
Ｚが表示される。
【００３６】
　引き続き、ＣＰＵ１１は、全体画像Ｚにおいて被写体別の輪郭を抽出する（ステップＳ
１０５）。この被写体別の輪郭抽出に際しては、図７に示すように、全体画像Ｚの画像デ
ータの輝度信号及び色差信号から、近い輝度又は色差信号別に、同系色の色相別等に領域
を分割し、さらに、領域の境界線となる輪郭線Ｌを抽出し、この輪郭線Ｌで囲まれた部分
を一つの抽出領域として検出する。
【００３７】
　さらに、この抽出した被写体別の画像を被写体画像として、絵画風変換データエリア２
２１における第２記憶部２２３の被写体画像記憶部２２５に記憶するとともに、各被写体
画像の全体画像Ｚ内における位置座標を第２記憶部２２３の座標記憶部２２６に記憶する
（ステップＳ１０６）。これにより、図３に示すように、絵画風変換データエリア２２１
における第２記憶部２２３の被写体画像記憶部２２５には、「Ａ山」、「Ｂ山」、「Ｃ山
」の被写体画像が記憶され、座標記憶部２２６には、「Ａ山」の位置座標（ｘ１，ｙ１）
・・・、「Ｂ山」の位置座標（ｘ２，ｙ２）・・・、「Ｃ山」の位置座標（ｘ３，ｙ３）
・・・が記憶される。
【００３８】
　次に、ＣＰＵ１１は、絵画風変換処理を実行する（ステップＳ１０７）。
【００３９】
　図５（Ａ）は、絵画風変換処理（ステップＳ１０７）の処理手順を示すフローチャート
である。
【００４０】
　まず、測定距離が１番目に短い被写体画像の輪郭を太い線図に変換し、かつ、この太い
線図に変換した輪郭内の画像部分を消去する（ステップＳ２０１）。これにより、図８に
示すように、輪郭のみが太い線３１で描かれた「Ａ山」の絵画風被写体画像３２が生成さ
れる。
【００４１】
　次に、測定距離が２番目に短い被写体画像の輪郭を普通の太い線図（１番目よりは細い
が３番目よりは太い線図）に変換し、かつ、この普通の太い線図に変換した輪郭内の画像
部分を消去する（ステップＳ２０２）。これにより、図８に示すように、輪郭のみが普通
の太い線３３で描かれた「Ｂ山」の絵画風被写体画像３４が生成される。
【００４２】
　さらに、測定距離が３番目に短い被写体画像の輪郭を細い線図（２番目よりは細いが４
番目よりは太い線図）に変換し、かつ、この細い線図に変換した輪郭内の画像部分を消去
する（ステップＳ２０３）。これにより、図８に示すように、輪郭のみが細い線３５で描
かれた「Ｃ山」の絵画風被写体画像３６が生成される。
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【００４３】
　以下同様にして、被写体画像の測定距離が大きくなるほど、輪郭を細い線図に変換し、
かつ、変換した輪郭内の画像部分を消去する。
【００４４】
　そして、全ての被写体画像を輪郭のみの絵画風被写体画像に変換したならば、各絵画風
被写体画像３２、３４、３６・・・を合成する（ステップＳ２０４）。
【００４５】
　すなわち、図３に示すように、絵画風変換データエリア２２１における第２記憶部２２
３の座標記憶部２２６には、「Ａ山」の位置座標（ｘ１，ｙ１）・・・、「Ｂ山」の位置
座標（ｘ２，ｙ２）・・・、「Ｃ山」の位置座標（ｘ３，ｙ３）・・・が記憶されている
。したがって、ＣＰＵ１１は、第４記憶部２２７にて、「Ａ山」の位置座標（ｘ１，ｙ１
）・・・が示す位置に、「Ａ山」の絵画風被写体画像３２を配置する。また、「Ｂ山」の
位置座標（ｘ２，ｙ２）・・・が示す位置に、「Ｂ山」の絵画風被写体画像３４を配置し
、「Ｃ山」の位置座標（ｘ３，ｙ３）・・・が示す位置に、「Ｃ山」の絵画風被写体画像
３６を配置して合成する。
【００４６】
　これにより、第４記憶部２２７には、図８に示すように、「Ａ山」の絵画風被写体画像
３２と、「Ｂ山」の絵画風被写体画像３４及び「Ｃ山」の絵画風被写体画像３６を、図６
に示す全体画像Ｚにおける「Ａ山」、「Ｂ山」、「Ｃ山」に対応した位置に配置した絵画
風画像Ｐ１が生成される。
【００４７】
　そして、図４のフローチャートにおいて、ステップＳ１０７に続くステップＳ１０８に
て、絵画風画像の表示処理を実行し、生成した絵画風画像を液晶モニタ４に表示させる。
これにより、液晶モニタ４には、図８に示した絵画風画像Ｐ１が表示されることとなる。
【００４８】
　この表示される絵画風画像Ｐ１にあっては、被写体までの距離に応じて、各被写体がそ
れぞれ異なる太さの線３１、３３、３５のみで描かれた、水墨画的な画像である。したが
って、本実施の形態によれば、撮影者からの遠近に応じて、異なる太さの線図変換処理、
いわば墨絵的なアート変換処理を自動的にかつ容易に施した絵画風画像を生成して、液晶
モニタ４に表示させてくれるので、遠近感がより強調された絵画風画像を迅速かつ容易に
観賞することができる。
【００４９】
　しかる後に、この表示させた絵画風画像をフラッシュメモリ２４に記憶する（ステップ
Ｓ１０９）。これにより、墨絵的なアート処理が施された絵画風画像を、後日、フラッシ
ュメモリ２４から読み出して、液晶モニタ４に表示させて観賞することもできる。
【００５０】
　次に、ＣＰＵ１１は、立体印刷処理を実行する（ステップＳ１１０）。
【００５１】
　図５（Ｂ）は、立体印刷処理（ステップＳ１１０）の処理手順を示すフローチャートで
ある。
【００５２】
　まず、測定距離が１番目に短い被写体画像の輪郭内は被印刷基板Ｐ上に厚く、光硬化層
Ｆ１で印刷部７Ａを用いて施す（ステップＳ３０１）。これにより、図９（Ａ）及び図９
（Ｂ）に示すように、輪郭のみが太い線３１で描かれた「Ａ山」の絵画風被写体画像３２
の全体が被印刷基板Ｐ上に厚く光硬化層Ｆ１で施される。被印刷基板Ｐは、絵画に用いら
れている市販のキャンバス、布地、普通紙、プラスチック板、金属板、木版などを用いる
。
【００５３】
　次に、測定距離が２番目に短い被写体画像の輪郭内は被印刷基板Ｐ上にやや厚く（１番
目よりは厚くないが３番目よりは厚く）、光硬化層Ｆ２で印刷部７Ａを用いて施す（ステ
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ップＳ３０２）。これにより、図９（Ａ）及び図９（Ｂ）に示すように、輪郭のみが普通
の太い線３３で描かれた「Ｂ山」の絵画風被写体画像３４の全体が被印刷基板Ｐ上に厚く
光硬化層Ｆ２で施される。
【００５４】
　さらに、測定距離が３番目に短い被写体画像の輪郭内は被印刷基板Ｐ上に薄く（２番目
よりは厚くないが４番目よりは厚く）、光硬化層Ｆ３で印刷部７Ａを用いて施す（ステッ
プＳ３０３）。これにより、図９（Ａ）及び図９（Ｂ）に示すように、輪郭のみが細い線
３５で描かれた「Ｃ山」の絵画風被写体画像３６の全体が被印刷基板Ｐ上に厚く光硬化層
Ｆ３で施される。
　以下同様にして、被写体画像の測定距離が大きくなるほど、輪郭内の全域を薄くなるよ
うに、光硬化層Ｆｎによる印刷処理を施す。
【００５５】
　次に、ＣＰＵ１１は、各光硬化層Ｆ１～Ｆ３等の全体に対する紫外線照射処理を実行す
る（ステップＳ１１１）。この紫外線照射処理は、紫外線照射部７Ｂを駆動制御し、印刷
部７Ａにより印刷された紫外線硬化層の全面に対し紫外線を照射し、紫外線硬化層を硬化
させる。
【００５６】
　次に、ＣＰＵ１１は、絵画風画像の印刷処理を実行する（ステップＳ１１２）。
【００５７】
　図５（Ｃ）は、絵画風画像の印刷処理（ステップＳ１１２）の処理手順を示すフローチ
ャートである。
【００５８】
　まず、測定距離が１番目に短い被写体画像の輪郭内の全体に厚く施された立体層である
光硬化層Ｆ１上に、絵画変換処理された絵画風被写体画像の部分を、印刷部７Ａを用いて
施す。すなわち、ＣＰＵ１１は、第４記憶部２２７にて、「Ａ山」の位置座標（ｘ１，ｙ
１）・・・が示す位置に、対応する「Ａ山」の絵画風被写体画像３２を、印刷部７Ａを用
いて施す（ステップＳ４０１）。これにより、図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）に示すよう
に、「Ａ山」の絵画風被写体画像３２の全体が、被印刷基板Ｐ上に厚く施されている光硬
化層Ｆ１上にさらに印刷処理が施される。
【００５９】
　次に、測定距離が２番目に短い被写体画像の輪郭内の全体にやや厚く施された立体層で
ある光硬化層Ｆ２上に、絵画変換処理された絵画風被写体画像の部分を、印刷部７Ａを用
いて施す。すなわち、ＣＰＵ１１は、「Ｂ山」の位置座標（ｘ２，ｙ２）・・・が示す位
置に、対応する「Ｂ山」の絵画風被写体画像３４を、印刷部７Ａを用いて施す（ステップ
Ｓ４０２）。これにより、図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）に示すように、「Ｂ山」の絵画
風被写体画像３４の全体が、被印刷基板Ｐ上に厚く施されている光硬化層Ｆ２上にさらに
印刷処理が施される。
【００６０】
　さらに、測定距離が３番目に短い被写体画像の輪郭内の全体に薄く施された立体層であ
る光硬化層Ｆ３上に、絵画変換処理された絵画風被写体画像の部分を、印刷部７Ａを用い
て施す。すなわち、ＣＰＵ１１は、「Ｃ山」の位置座標（ｘ３，ｙ３）・・・が示す位置
に、対応する「Ｃ山」の絵画風被写体画像３６を、印刷部７Ａを用いて施す（ステップＳ
４０３）。これにより、図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）に示すように、「Ｃ山」の絵画風
被写体画像３６の全体が、被印刷基板Ｐ上に薄く施されている光硬化層Ｆ３上にさらに印
刷処理が施される。
【００６１】
　以下同様にして、被写体画像の測定距離が大きくなるほど、輪郭内の全域を薄くなるよ
うに施された光硬化層Ｆ１～Ｆｎ上に、対応する絵画風被写体画像部分が、印刷部７Ａを
用いて施される。
【００６２】
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　この印刷された絵画風画像Ｐ１にあっては、被写体までの距離に応じて、各被写体がそ
れぞれ厚さの異なる立体層である光硬化層Ｆ１～Ｆｎ上に描かれた水墨画的な画像を得る
ことができる。したがって、本実施の形態によれば、撮影者からの遠近に応じて、遠近感
がより強調された絵画風画像を迅速かつ容易に観賞することができる。
【００６３】
　図１１は、変形例を示す。
この変形例は、図９のステップＳ３０１～Ｓ３０３において、図１１（Ａ）及び図１１（
Ｂ）に示すように、各輪郭内のうち、上部は厚く、下部に向かうに従って薄くなるように
光硬化層Ｆ１～Ｆ３を印刷している。このように印刷された光硬化層Ｆ１～Ｆ３の上面に
、対応する絵画風被写体画像部分３２、３４、３６が、印刷部７Ａを用いて施される。こ
れにより、輪郭がより強調された立体絵画風画像を得ることができる。
【００６４】
　なお、本実施の形態においては、撮影手段により撮影された画像に含まれている複数の
被写体画像それぞれの輪郭を抽出し、この抽出された輪郭毎に、測定された複数の被写体
毎の距離に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施し、その後、この被印刷媒体上に施
こされた立体層上に、絵画変換処理された複数の絵画風被写体画像を施すように制御して
いるが、撮影された画像に含まれている複数の被写体画像を絵画風画像に絵画変換処理を
行い、この変換された複数の絵画風画像それぞれの輪郭を抽出し、この抽出された輪郭毎
に、測定された複数の被写体毎の距離に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施し、こ
の被印刷媒体上に施こされた立体層上に、絵画変換処理された複数の絵画風被写体画像を
施すように制御してもよい。
　また、本発明をデジタルカメラに適用した場合を示したが、デジタルカメラに限らず、
撮影手段を備えるものであれば携帯電話等の他の機器に適用するようにしてもよい。
【００６５】
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
＜請求項１＞
　複数の被写体を含む画像を撮影する撮影手段と、
　この撮影手段により撮影された画像に含まれている複数の被写体までの距離を被写体毎
に測定する測距手段と、
　前記撮影手段により撮影された画像に含まれている複数の被写体画像を絵画風画像に絵
画変換処理を行う絵画変換処理手段と、
　前記撮影手段により撮影された画像に含まれている複数の被写体画像または前記絵画変
換処理手段により変換された複数の絵画風画像それぞれの輪郭を抽出する抽出手段と、
　この抽出手段により抽出された輪郭毎に、前記測距手段により測定された複数の被写体
毎の距離に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施すように制御する第１の制御手段と
、
　この第１の制御手段の制御により被印刷媒体上に施こされた立体層上に、前記絵画変換
処理手段により絵画変換処理された複数の絵画風被写体画像を施すように制御する第２の
制御手段と、
　を備えたことを特徴とする画像処理装置。
＜請求項２＞
　前記絵画変換処理手段は、前記輪郭抽出手段により抽出された複数の被写体画像の輪郭
を異なる形態の線図に変換する線図変換処理手段を備え、
　前記第１の制御手段は、前記線図変換処理手段により変換された異なる形態の線図毎に
、前記測距手段により測定された複数の被写体毎の距離に対応する厚さの立体層を被印刷
媒体上に施すように制御する線図別制御手段を備えていることを特徴とする請求項１記載
の画像処理装置。
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＜請求項３＞
　前記線図変換処理手段は、前記被写体の距離が遠いほど、前記被写体画像の輪郭を細い
線図に変換し、前記被写体の距離が近いほど、前記被写体画像の輪郭を太い線図に変換す
る線図別変換処理手段を備え、
　前記第１の制御手段は、前記線図変換処理手段により変換された細い線図に対応する前
記被印刷媒体上には、厚さの厚い立体層を施すように制御し、前記線図変換処理手段によ
り変換された太い線図に対応する前記被印刷媒体上には、厚さの薄い立体層を施すように
制御する立体層別制御手段を備えていることを特徴とする請求項２記載の画像処理装置。
＜請求項４＞
　複数の被写体を含む画像を撮影する撮影手段と、この撮影手段により撮影された画像に
含まれている複数の被写体までの距離を被写体毎に測定する測距手段とを備えている画像
処理装置に用いられる画像処理方法において、
　前記撮影手段により撮影された画像に含まれている複数の被写体画像を絵画風画像に絵
画変換処理を行う絵画変換処理ステップと、
　前記撮影手段により撮影された画像に含まれている複数の被写体画像または前記絵画変
換処理ステップにより変換された複数の絵画風画像それぞれの輪郭を抽出する抽出ステッ
プと、
　この抽出ステップにより抽出された輪郭毎に、前記測距手段により測定された複数の被
写体毎の距離に対応する厚さの立体層を被印刷媒体上に施すように制御する第１の制御ス
テップと、
　この第１の制御ステップの制御により被印刷媒体上に施こされた立体層上に、前記絵画
変換処理ステップにより絵画変換処理された複数の絵画風被写体画像を施すように制御す
る第２の制御ステップと、
　を備えたことを特徴とする画像処理方法。
＜請求項５＞
　前記絵画変換処理ステップは、前記輪郭抽出ステップにより抽出された複数の被写体画
像の輪郭を異なる形態の線図に変換する線図変換処理ステップを備え、
　前記第１の制御ステップは、前記線図変換処理ステップにより変換された異なる形態の
線図毎に、前記測距手段により測定された複数の被写体毎の距離に対応する厚さの立体層
を被印刷媒体上に施すように制御する線図別制御ステップを備えていることを特徴とする
請求項４記載の画像処理方法。
＜請求項６＞
　前記線図変換処理ステップは、前記被写体の距離が遠いほど、前記被写体画像の輪郭を
細い線図に変換し、前記被写体の距離が近いほど、前記被写体画像の輪郭を太い線図に変
換する線図別変換処理ステップを備え、
　前記第１の制御ステップは、前記線図変換処理ステップにより変換された細い線図に対
応する前記被印刷媒体上には、厚さの厚い立体層を施すように制御し、前記線図変換処理
ステップにより変換された太い線図に対応する前記被印刷媒体上には、厚さの薄い立体層
を施すように制御する立体層別制御ステップを備えていることを特徴とする請求項５記載
の画像処理方法。
【符号の説明】
【００６６】
　　１　　デジタルカメラ
　　４　　液晶モニタ
　　７Ａ　印刷部
　　７Ｂ　紫外線照射部
　　１０　　ＣＣＤ
　　１１　　ＣＰＵ
　　２１　　操作キー部
　　２２　　ＲＡＭ
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　　２３　　ＲＯＭ
　　２４　　フラッシュメモリ
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